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平成３１年度 当初予算案の概要 
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■未曾有の大災害からの復旧・復興を最優先とした緊縮予算 

⇒一般会計予算規模は前年度対比 ▲1.1                                ％  163億1,934万6千円 （㉚165億155万6千円） 
  （財政調整基金取崩額は前年度対比 ▲22.3％    6 億6,541 万1 千円                                                                           ㉚8 億5,690 万8 千円） 

 

 
■平成30 年度事業の見直し（事業・人事院勧告先送り等30 項目）により財源を確保 

                                                          3 億6,511 万6 千円（一財1 億9,068 万3 千円…①） 

■平成31 年度行財政健全化による財源確保              3 億5,294 万5 千円（一財3 億2,159 万1 千円…②） 

 【入るを量る】   法人関連を中心とした市税等の増収                                                                                45 億3,548 万7 千円      増収 4,922 万5 千円 

使用料、手数料を 20 年ぶりに改定                                                                      増収    1,567 万9 千円 

 【出ずるを制す】 事務事業の見直し（39 項目）          3 億  683 万5 千円（一財2 億6,210 万5 千円） 

働き方改革による人件費の縮減             4,611 万円（一財     4,380 万7 千円） 

■「医・職・住・教育・情報発信」をキーワードに『住み続けられるまちづくり』を推進 

 防災をはじめとする安全・安心のまちづくりなど、「やらなければならない事業」を厳選  

予算編成のポイント 

行財政健全化の取組により、入るを量りて出ずるを制し 

  

行財政健全化の取組により一般財源を確保  5 億1,227 万4 千円…①＋② 
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■一般会計の予算規模             １６，３１９，３４６千円（前年度対比▲１．１％） 

■全会計の予算規模       ３７，４９５，６８２千円（前年度対比＋２．０％） 
※下水道事業公営企業化の影響（減価償却費等 966,633 千円増）を除くと前年度対比▲０．７％  

 

 

 

 

 

 

区          分 平成３１年度 Ａ （千円） 平成３０年度 Ｂ （千円） 差引 Ａ－Ｂ （千円） 伸  率  （％） 

一 般 会 計 １６，３１９，３４６ １６，５０１，５５６ ▲ １８２，２１０ ▲１．１ 

特 
 

 
 

別 
 

 
 

会 
 
 

 

計 

市 立 診 療 所 等 ３７，７０６ ３７，８３３ ▲ １２７ ▲０．３ 

農 林 業 者 労 働 災 害 ２，８１２ ２，８２９ ▲ １７ ▲０．６ 

国 民 健 康 保 険 ３，６２８，５７３ ３，７３１，０３８ ▲１０２，４６５ ▲２．７ 

介 護 保 険 ４，８１０，２９８ ４，６３０，８９０ １７９，４０８ ３．９ 

後 期 高 齢 者 ５７１，３９２ ５４６，６９９ ２４，６９３ ４．５ 

駐 車 場 ２０，８１４ ２３，６５６ ▲ ２，８４２ ▲１２．０ 

簡 易 水 道 ３３９，７２６ ４０１，９１２ ▲ ６２，１８６ ▲１５．５ 

下 水 道 事 業 
下水道事業会計として公営企業化 

１，９５５，８１２ ▲ １，９５５，８１２ 皆減 

地 域 排 水 事 業 ７３４，８６０ ▲ ７３４，８６０ 皆減 

住 宅 工 業 団 地 ７０，９５０ ７６，００２ ▲ ５，０５２ ▲６．６ 

計 ９，４８２，２７１ １２，１４１，５３１ ▲ ２，６５９，２６０ ▲２１．９ 

公
営
企
業 

上 水 道 事 業 １，１３１，６７１ １，２２３，８０８ ▲ ９２，１３７ ▲７．５ 

下 水 道 事 業 ３，４８５，４００ ― ３，４８５，４００ 皆増 

病 院 事 業 ７，０７６，９９４ ６，９０２，８７２ １７４，１２２ ２．５ 

計 １１，６９４，０６５ ８，１２６，６８０ ３，５６７，３８５ ４３．９ 

合        計 ３７，４９５，６８２ ３６，７６９，７６７ ７２５，９１５ ２．０ 

予算案の規模 
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一般会計の主な歳入 （単位：千円） 

■市税        4,535,487（㉚ 4,486,262 ＋1.1％） 
個人市民税      1,307,871（㉚      1,320,725  ▲1.0％） 

法人市民税           378,526（㉚   381,294  ▲0.7％） 

固定資産税      2,420,701（㉚           2,381,492          ＋1.6％） 

軽自動車税             126,301（㉚   118,033  ＋7.0％） 

市たばこ税         224,457（㉚   207,840  ＋8.0％） 

都市計画税                             76,286（㉚       75,285        ＋1.3％） 
 

■森林環境譲与税 17,000（皆増） 
温室効果ガス削減や災害防止等を図るため創設。間伐や担い手確保

等の森林整備財源 

 

■地方消費税交付金 

596,000（㉚ 602,000 ▲1.0％） 
 

■環境性能割交付金 28,000（皆増） 
自動車取得税が廃止され新設。消費増税から１年間は 1％減税 

 

■地方特例交付金  34,000（㉚19,000 ＋78.9％） 
子ども・子育て支援臨時交付金 15,000（幼児教育無償化）が追加 

■地方交付税  4,360,000（㉚ 4,360,000 0.0％） 
 普通交付税      3,860,000（㉚ 3,860,000   0.0％） 

 特別交付税       500,000（㉚   500,000   0.0％） 
 

■国庫支出金   2,068,264（㉚ 1,774,083 16.6％） 
プレミアム商品券発行事業費  51,038（皆増） 

リサイクル施設整備事業費  60,759（㉚ 5,601 ＋984.8％） 

宮代豊里線整備事業費   108,350（㉚ 10,016＋981.8％） 
 

■繰入金     1,078,080（㉚ 1,254,995 ▲14.1％） 
財政調整基金    665,411（㉚    856,908 ▲22.3％） 

地域振興基金     61,964（㉚    118,775 ▲47.8％） 
 

■市債       1,088,400（㉚ 1,433,300 ▲24.1％） 
臨時財政対策債    429,400（㉚   527,200 ▲18.6％） 

社会体育施設整備事業費（市民センター） 

                326,500（㉚   672,100 ▲51.4％） 

リサイクル施設整備事業費 

                109,400（㉚    8,100 ＋1,250.6％） 

 

【参考】   ■財政調整基金残高   ㉚３月補正後     943,792 千円      ㉙決算   1,635,125 千円 

■市債残高           ㉚３月補正後  15,223,407 千円      ㉙決算  13,873,492 千円 
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社会福祉法人が実施する共生社会の実現を目指した地域貢献活動等の取組を支援します。 

【内容】 施設利用者と地域住民との交流会の開催や、災害時における要配慮者のための簡易ベッド、備蓄米等の整備に対する補助 

新規 地域共生社会実現サポート事業費                          ４３０千円 

 
平成３０年度に府内で初めて制定した『手話言語の確立及び多様なコミュニケーション手段の促進に関する条例』を積極的に推進します。 

【内容】 難聴者とのコミュニケーション手法として、新たに会話を文字化するアプリ「ＵＤトーク」を活用したタブレット端末を窓口に整備 

導入台数３台 府北部で初 

 
昼間に保護者等がいない児童の放課後対策として、放課後学級を設置し安全安心な子育てを支援します。 

【内容】 新たに志賀小学校区と上林小学校区に各１学級を増設し、合計１６学級を運営 

手話コミ条例推進事業費（ＵＤトーク導入）                         ５８７千円  新規 

放課後学級運営事業費 （志賀・上林小学校区７，９９４千円）       ８５，７５８千円 拡充 

 
低所得者・子育て世帯を対象に、消費税率引き上げの影響を緩和するためプレミアム付き商品券を発行します。 

【内容】 利用可能額５千円分の商品券を４千円で販売（最大２万５千円分まで）   

  対象：低所得者（住民税非課税である者５，８００人）及び子育て世帯（２０１６年４月２日以降に生まれた子７００人） 

プレミアム商品券発行事業費                          ５１，０３８千円 新規 

 
幼児教育を無償化し子育て世帯を応援するとともに、幼児教育を推進します。（２０１９年１０月１日～） 

【内容】 対象：幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する全ての３歳から５歳児、０歳から２歳児までの住民税非課税世帯 合計６６３人 

幼児教育無償化の実施 （影響額）                              ２０，４１６千円  新規 

医 誰もが安心して住み続けられる優しいまちづくり 

安全 

安心 

安全 

安心 
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林道の適正な維持管理により林業を振興します。また本年度から林道橋の点検診断を実施し安全の確保と長寿命化計画を策定します。 

【内容】 ４８橋の点検診断を実施  事業費１３，００２千円 

拡充 林道維持管理費                                              １７，０３９千円 

 
森林環境譲与税を財源に間伐等森林整備、林業の担い手確保等に取り組みます。 

【内容】 人工林所有者の意向調査、集積計画策定、境界確認調査、間伐等 

職 産業を守り産業を起こし、働く場と働く人を確保 

新規 森林経営管理推進事業費                                      １７，０００千円 

 
農地中間管理機構が借り入れる農地の区画整理を行い、担い手農家へ集積を図るため下位田（豊里地区）に加え、今年度から長野（奥上林地区）でも取り組みます。 

【内容】 下位田（豊里地区）に加え、今年度から２地区目として長野（奥上林地区）で実施  長野事業費１８，３８９千円  実施面積７ｈａ 

拡充 農地中間管理機構関連農地整備事業費                          ２０，３３１千円 

 
シルバー人材センターの運営を支援し高齢者がいつまでもいきいきと働き活躍することができる場を確保します。 

【内容】 運営経費に加え、綾部市シルバー人材センターの事務所整備に対する補助金（９，７００千円）を交付 

拡充 シルバー人材センター事業費                                   １８，１００千円 

 
東部地域の拠点施設であるあやべ温泉の施設改修を進め、観光産業を振興します。 

【内容】 取水井揚水等ポンプ類、浄化槽、風呂ろ過装置等の改修 

拡充 あやべ温泉施設改修事業費                                    １０，９９７千円 

安全 

安心 
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自然災害から生命と財産を守るため井根（口上林地区）に加え、本年度から小西（豊里地区）でも急傾斜地の崩壊対策事業を実施します。 

【内容】 井根（口上林地区）法面工事負担金７，４００千円  小西（豊里地区）調査経費負担金５００千円 

拡充 急傾斜地崩壊対策事業費                                   ７，９００千円 

 
市街地の南北をつなぐ主要道路である宮代豊里線を整備し安全性と利便性の向上を図るため道路拡幅を実施します。 

【内容】 用地取得、建物補償、踏切拡幅設計  平成３３年度完成予定 

宮代豊里線整備事業費                                      １９７，０００千円 拡充 

 
自然災害の防止と利便性の向上を図るため紫水ヶ丘と国道２７号をつなぐ市道味方平線の道路拡幅（歩道）及び落石対策（擁壁等）を実施します。 

【内容】 法面擁壁工事  平成３２年度完成予定 

味方平線整備事業費                                 ８４，０００千円 拡充 

 
原子力災害時の避難経路の確保と避難帯域時検査会場への進入路を整備し広域的な災害対策を実施します。 

【内容】 舞鶴若狭自動車道からあやべ球場への進入路及び避難路を整備  

原子力災害時避難円滑化モデル実証事業費                      １３，０００千円 新規 

 
平成３０年７月豪雨等による災害を教訓に、倒壊建物内での救助活動を迅速かつ安全に行うためレスキューサポートシステム（救助用支柱機器）を整備します。 

【内容】 救助用支柱機器一式 

救助資機材整備事業費                                         ４，１６５千円 新規 

 
安全安心のまちづくりのための基盤強化を図るため、防火水槽を整備します。 

【内容】 防火水槽１基 和木（山家地区） 

防災基盤整備事業費                                           ６，６１８千円 新規 

住 災害に強く環境に優しい安全安心で元気なまちづくり 

安全 

安心 

安全 

安心 

安全 

安心 

安全 

安心 

安全 

安心 

安全 

安心 
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本市の将来都市像の実現を目指す総合計画（2021 年度～2030 年度）を策定するための調査及び地方創生を推進するための総合戦略（2020 年度～2024 年度）を策定します。 

【内容】 アンケート等による分析・調査 綾部市創生有識者会議の開催   

新規 第６次綾部市総合計画及び第２次綾部市総合戦略策定費             ７，０００千円 

 
都市との交流活動をさらに推進するとともに、災害避難所としての機能充実を図るため、里山交流研修センター幸喜山荘に空調設備等を整備します。 

【内容】 空調設備６基  屋根及び室内改修  

新規 里山交流研修センター施設整備事業費                        １４，７１６千円 

 
さらなる移住、定住促進のため、市内外への積極的なＰＲ活動等を展開します。 

【内容】 「移住立国」をキーワードにホームページや SNS、のぼりやポスターによるＰＲ活動、有識者等による定住促進のための施策を模索 

新規 移住立国プロジェクト事業費                                         ８００千円 

 
市制施行７０周年を前に度重なる災害からの早期復興を目指し、新たな発想で取り組まれる元気が出る市民活動に対し支援を行います。 

【内容】 補助対象：市民団体等  補助率：１０/１０（上限１００千円） 

新規 オールあやべでがんばろう事業補助金                             １，５００千円 

 
自然災害や火災発生時等の消防団員の出動に対して支給する出動手当を改正し処遇改善を図ります。 

【内容】 消防団員出動手当 出動１人１回２，５００円を、８時間以上出動の場合５，０００円以内に改正 

 
環境に優しいまちづくりを進めるため、ペットボトルや空き缶等のリサイクル施設を整備し、本年度の完成を目指します。 

【内容】 鉄骨造平屋建 ７０５．６６㎡   

拡充

継続 リサイクル施設整備事業費                                    １８３，０３８千円 

非常備消防費（消防団出動手当）                                 ５，５０６千円 

 
「海の京都」拠点施設であるあやべグンゼスクエア内のバラ園について、２０２０年の開園１０周年に向けて市民団体が行うリニューアル整備事業に対し補助を行います。 

【内容】 綾部バラ会が実施する、バラのアーチ、ガーデンタイル、花壇整備等に対する補助 

新規 あやべグンゼスクエア関連施設整備補助事業費                     ４，７２６千円 

本年度 

完成予定 

安全 

安心 

安全 

安心 
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スポーツをはじめとする市民活動の拠点施設として、市民センター及び武道館を一体化した新たな市民センターを整備し、本年度の完成を目指します。 

【内容】 本体工事、外構工事、備品整備、武道館解体 

      鉄筋コンクリート造３階建 延べ４，６６０㎡ 

継続 社会体育施設整備事業費（市民センター整備事業）              ４９１，４７９千円 

 
中筋小学校の屋内運動場屋根を改修し、教育環境と避難所としての機能改善を図ります。 

【内容】 中筋小学校屋内運動場 屋根改修 

新規 小学校大規模改修事業費                                 １７，４４２千円 

 
２０２０年 NHK 大河ドラマ「麒麟がくる」の放送を前に、明智光秀ゆかりの地である山家城址公園のトイレ整備を行います。 

【内容】 山家城址公園トイレ整備 木造平屋建 １３．０４㎡ 男・女・多目的トイレ各１基  

新規 都市公園整備事業費（山家城址公園整備事業）                 １０，０６８千円 

教育 
情報発信 

次世代を担う子どもたちを育み豊かな社会をつくる 

情報発信に努め綾部ファンを増やす 

 
中央公民館の屋根を改修し施設の機能回復と延命化を図ります。 

【内容】 中央公民館 屋根改修 

新規 中央公民館大規模改修事業費                              ２６，２４４千円 

本年度 

完成予定 

安全 

安心 
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■特別会計の予算規模  ９，４８２，２７１千円（前年度対比▲２１．９％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別会計の主な内容 

37,706 千円（前年度対比▲0.3％） 市立診療所等特別会計 

農林業者労働災害共済特別会計 2,812 千円（前年度対比▲0.6％） 
農林業者の災害共済制度運営費 

国民健康保険特別会計 3,628,573 千円（前年度対比▲2.7％） 

介護保険特別会計 4,810,298 千円（前年度対比 +3.9％） 

保険給付費、国民健康保険事業費納付金、保健事業費等 

保険給付費、地域支援事業費等 

後期高齢者医療広域連合納付金等 

山家西簡易水道統合整備事業費 18,567 千円             2020 年度に上水道事業会計に統合（公営企業化）予定 

住宅・工業団地事業特別会計 70,950 千円（前年度対比▲6.6％） 
桜が丘団地販売促進費等 

上林歯科診療所、志賀郷・中上林・奥上林診療所運営費等 

後期高齢者医療特別会計 571,392 千円（前年度対比 +4.5％） 

駐車場特別会計 20,814 千円（前年度対比▲12.0％） 
天神町、駅南、駅北駐車場運営費等 

簡易水道特別会計 339,726 千円（前年度対比▲15.5％） 本年度 

完成予定 
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■公営企業会計の予算規模 １１，６９４，０６５千円（前年度対比４３．９％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公営企業会計の主な内容 

下水道事業会計【新設】 3,485,400 千円（皆増） 

由良川左岸整備事業費       207,865 千円 管きょ整備 

由良川右岸整備事業費       299,997 千円 管きょ整備、測量・設計・調査 

雨水対策事業費                   72,000 千円                 雨水ポンプ場建設 

特定地域生活排水処理事業費           53,704 千円 合併処理浄化槽 40 基 

上水道事業会計 1,131,671 千円（前年度対比▲7.5％） 

配水施設改良費                           95,718 千円 老朽管更新、国道・府道改修関連事業等 

水道事業ビジョン策定費      7,588 千円 

安全 

安心 

下水道事業会計を新設 （下水道事業特別会計、地域排水事業特別会計を統合して公営企業化） 

安全 

安心 

病院事業会計 7,076,994 千円（前年度対比＋2.5％） 

医療機器等整備事業費     185,000 千円 医療機器の更新、新規導入等 

施設整備等事業費        123,838 千円 電気設備、空調設備、治療室改修等 
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１０ 

災害からの復興と行財政健全化の取組 

 

■災害復旧事業費 ２０億４，１９４万２千円（一般財源３億９，３０７万６千円）…市道、河川、農地、農道、林道等 

■災害関連事業費      ３億    ５９万８千円（一般財源１億６，９５８万円）…災害見舞金、土砂撤去、人件費等 

平成３０年７月豪雨等歴史的災害に要した予算 ２３億４，２５４万円（12 月補正後） 

 

■平成２９年度末残高      １６億３，５１２万５千円 

■平成３０年度取崩予算 １３億８，１７９万円                           ※利子積立 1,058 万１千円あり 

財政調整基金残高 ２億６，３９1 万６千円に減少（12 月補正後） 

 

 

 

 

■事業見直し（２９事業） ３億５，４９１万１千円（一般財源１億８，０４７万８千円）の歳出減 
庁舎改修整備事業 １，０４３万４千円（一財）    高津駅前広場整備事業 ２５０万円（一財）    道路整備事業 ５，０２９万７千円（基金） 

あやべ温泉施設改修事業 ６，９５０万 1 千円（一財２，２２５万２千円）      小学校大規模改修事業 １，６７７万３千円（一財４２７万３千円） 

総合運動公園改修事業 １，０２９万７千円（市債等）    工場設置奨励金 ６，４０８万４千円（一財） 

クリーンセンター修繕 １，０００万円（一財）    上水道事業会計補助金等 １，８８８万１千円（一財） など 

 

■職員給与等見直し（人事院勧告に準ずる給与改定を１月へ先送り） １，０２０万５千円（一般財源１，０２０万５千円）の歳出減 

大雪等の災害に備えるとともに、平成３１年度当初予算編成のために 

平成３０年度事業・人件費の見直しで ３億６,５１１万６千円（一財１億９,０６８万３千円）の歳出抑制 
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■平成３０年度事業、人件費見直し １億９，０６８万３千円    ■市債の活用 １億９，６１０万円 

■市税の増収 １億１，０００万円            ■平成３０年度事業費確定見込みの減等 １億８，３０９万３千円 

財政調整基金残高 ９億４，３７９万２千円に復帰（３月補正後） 

 

 

■使用料、手数料の改定 １，５６７万９千円の歳入増 

 主な施設等の影響額 
家庭用ごみ袋 718 万円     あやべ温泉 354 万 6 千円     斎場（火葬） 140 万 6 千円     清山荘     77 万 5 千円 

天文館   69 万 4 千円     Ⅰ・Ｔビル        50 万円      体育施設    39 万 9 千円     斎場（葬祭） 30 万 4 千円 
 

■事業見直し（39 項目） ３億６８３万５千円（一般財源 ２億６，２１０万５千円）の歳出減 

 主な見直し事業 
西庁舎西側駐車場用地購入 5,596 万 1 千円（一財）     里山交流研修センター改修 4,489 万 5 千円（一財 524 万 7 千円） 

あやべ温泉宿泊棟改修 4,243 万円（一財）           道路整備 4,000 万円（一財）         公営企業補助金 3,070 万 5 千円（一財） 

借上型市営住宅整備 1,648 万 4 千円（一財 824 万 2 千円） 市職員共済組合補助金 144 万円（一財） クールスポット廃止 135 万 2 千円（一財） 

 

■人件費の縮減  ４，６１１万円（一般財源 ４，３８１万円）の歳出減 
 働き方改革による時間外手当の縮減 2,613 万円（一財）   嘱託職員の減員（13 人） 1,990 万円（一財 1,767 万 7 千円） 

平成３１年度当初予算における行財政健全化の取組  ３億５，２９４万５千円 

（一般財源 ３億２，１５９万１千円） 

約６億８千万円の 

一般財源を積み戻し 
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使用料・手数料等の見直しについて 

 

平成 ９年 ４月   消費税率引上げ（３％→５％） 

平成１１年 ４月   料金改定（増税分及び負担の基準化・標準化等） 

平成２６年 ４月   消費税率引上げ（５％→８％） 

           ・平成２７年１０月からの消費税１０％への引上げに合わせて改定を検討 

           ・ただし、廃棄物処理手数料と、民間事業者と競合するあやべ温泉、あやべ山の家・ 

里山交流研修センターの宿泊料等についてのみ消費税分を改定） 

平成２６年１１月   平成２７年１０月からの１０％への引き上げが、平成２９年４月からへと延期が決定 

平成２８年 ５月   平成２９年４月からの１０％への引き上げが、平成３１年１０月からへと再延期が決定 

平成３１年１０月   消費税１０％への引き上げと時期を合わせ使用料、手数料等を改定 

見直しの経過 

＜現状＞ 

○平成１１年４月から２０年間料金据え置き 

○平成２６年４月から消費税８％後も増税分を転嫁せず 
 

２０年ぶりに使用料・手数料等を改定（平成３１年１０月から） 
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■老朽化する公共施設 
 本市公共施設の約６割が築３０年以上経過 老朽化等により維持補修費が増大 

（料金を据え置いている過去２０年間の維持補修費は年平均約１億円 約１６％増加） 

 

■綾部市公共施設等総合管理計画（公共施設マネジメント）取組方針 
 平成２８年に策定した綾部市公共施設等総合管理計画において、「使用料などの料金体系の見

直し等を行い、受益者負担の適正化を図る」ことを明記 

 

■２０年以上単価を据え置き 
 平成１１年度から２０年間料金を据え置いており、さらに消費税が８％に引き上げられた平成２６

年以降も５年間、増税分を料金に転嫁せず据え置いてきた 
 

料金改定の背景 
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■基本的事項 
 消費税率５％のままの施設等 ⇒ 消費税５％分＋１００円未満端数切り上げ (※) 

 消費税率８％引上げ済みの施設等 ⇒ 消費税２％分のみ改定 

                  （あやべ温泉宿泊料、あやべ山の家宿泊料、里山交流センター宿泊料） 

 条例により外税と明記のもの ⇒ 消費税２％分のみ改定（１０円単位） （上水道・下水道使用料） 

 激変緩和措置として、単価改定率の上限を１．５倍とするもの（清山荘） 

■100 円未満端数切り上げの考え方(※) 

 平成１１年から２０年間単価据置、平成２６年消費税８％引き上げ後も５年間、消費税５％のまま据置 

 老朽化する公共施設の適正な維持管理の推進 

 サービス向上の推進 

 指定管理者等の使用料徴収事務の軽減 

使用料の改定 

 
 

■基本的事項 
 政令や府基準により定められているもの  ⇒ 今回改定は行わず、政令や府基準が変更された場合に準拠        

して改定 

 上記以外で、条例により外税と明記のもの ⇒ 消費税２％分のみ改定 

手数料の改定 
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■影響額 １，５６７万９千円（市歳入 1,030 万 9 千円  指定管理者歳入 537 万円） 

■主な施設等の影響額（一般会計） 
 家庭用ごみ袋   ７，１８０千円   あやべ温泉 ３，５４６千円    斎場（火葬） １，４０６千円 

清山荘           ７７５千円   天文館        ６９４千円    Ⅰ・Ｔビル      ５００千円   

体育施設         ３９９千円      斎場（葬祭）   ３０４千円    市立病院初診時特定療養費４，５０３千円 
（※公営企業会計）

 
 

■料金単価を面積単位としている施設は、激変緩和措置により１０円未満端数切り上げ 

 【対象】綾部市かんばやし交流館、綾部市ふれあいの家、Ｉ・Ｔビル、綾部市地域情報センター、 

あやべハートセンター 

 

■役務の提供による料金については、他市との均衡を考慮した料金体系に改定 
 【対象】家庭系一般廃棄物（家庭用ごみ袋）、斎場使用料（火葬）、市立病院初診時特定療養費 

使用料、手数料の基本的事項の例外 

改定による影響額（平成３１年１０月から） 
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●家庭用ごみ手数料（ごみ袋１０枚） 

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 近隣市平均（現行） 

４５ℓ ３０８円 ４００円 ９２円 ４１６円 

３０ℓ ２０６円 ２７０円 ６４円 ２９２円 

２０ℓ １４４円 １９０円 ４６円 １６６円 

３０ℓ(Ｕ型) ２８８円 ３５０円 ６２円 － 

●火葬場使用料（火葬１体）  

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 近隣市平均（現行） 

大人（市内） １０，０００円 １５，０００円 ５，０００円 １５，０００円 

大人（市外） ３０，０００円 ４５，０００円 １５，０００円 ４８，０００円 

●綾部市総合運動公園体育館（全面全日） 

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 

競 技 場 １１，０００円 １１，６００円 ６００円 

●綾部市天文館（個人１人） 

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 

一 般 ２００円 ３００円 １００円 

小中学生 １００円 １５０円 ５０円 

●あやべ温泉（一般１人） 

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 

入浴料 ５００円 ６００円 １００円 

宿泊料(休日前) ７，５６０円 ７，７００円 １４０円 

●市立病院初診時特定療養費（初診時１回） ※子育て支援策として、中学生までは全額免除します。 

                     ※改定料金は施行日までに激変緩和措置を検討する予定です。 

区   分 現 行 料 金 改 定 料 金 増  額 近隣市平均（現行） 

初診時特定療養費 ４３２円 ２，２００円 １，７６８円 ２，４６５円 

【新設】●市民センター（全面・全日）              参考：●現市民センター（全面・全日） 

区   分 平  日 土・日曜、休日 区    分 全  日 

競技場全面 １６，２００円 ２２，０００円 （現）市民センター大競技場 １１，０００円 

武道場全面 ８，１００円 １１，０００円 （現）武道館武道場 ５，５００円 

【平成３１年秋利用開始予定】    

主な施設等の料金改定額 


